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平成 19年 第 2回 臨時会は、 5月 14日 (月)に、 1日 の会期で行われました。
正副議長と、監査委員の選挙が行われ、議長に飯田史朗氏、副議長に増島一良氏が就任
しました。また、監査委員は板垣紀夫氏が選出されました。

可決承認された議案一覧

0伊豆の国市税条例の一部を改正する条例の専決処分について
・伊豆の国市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について

鮨

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

議
長

飯

田
史

朗

伊

豆

の
国
市

誕
生

か
ら

二
年

目

を
迎

え

た
平
成

十

九

年
度

よ
り
、

第

一
次

総

合

計

画

を

羅
針
盤

と

し

て
本

格

的

な
市

政

が

ス
タ
ー
ト

す

る
時
期

に
、

議
会

運
営

を
任

さ
れ

る
責

任

の
重

さ
を
痛
感

し

て
お
り
ま
す
。

合

併

後
、

さ

ま
ざ

ま
な
分

野

で
旧
町

時
代

と

の
変

化

に
戸
惑

う
面

も
あ

ろ
う

か
と

思

い

ま
す

が
、

整

理

・
統

合

し

て
効

率

的

な
行

政

運
営

を
す

る

こ
と

と
、

少

子
高

齢

化
時
代

に

向

か
う
時

に
確

か
な

組
織

・
制

度

を
作

っ
て
次

の
世
代

に
過
重

な
負

担

を
残

さ
ず

、

合

併

を
し

て
良

か

っ
た

と
思

え

る
よ
う

に
、

行
政

と
力

を
合

わ

せ

て
努

力
す

る
所

存

で
あ

り

ま

す
。議

会

と
行

政

は

そ

の
立

場

が
違

い
ま
す

が
、

お

互

い
を
尊
重

し

そ

の
権

限

を
最
大

限

に

発
揮

し

て
、

市

の
発
展

・
市

民
生
活

の
向

卜

を
日
指
す

と

こ
ろ
は
同
じ

で
あ
り
ま
す
。

年

四
回

の
定

例
会

を

通
し

て
、

本

来

の
市

政

チ

エ
ツ
ク
機

能

を
果

た
し

つ
つ
、

市

民

の

声

を
施

策

に
反
映

し
、

ま

た
、

議
会

だ

よ

り
等

で
情
報

を
発

信

し

て
開

か
れ

た
議

会

を
日

指
す

よ
う
、　
一
層

の
努

力

を
し

て
ま

い
り
ま
す
。

市

民

の
皆
様

の
ご

支
援

と
ご
協

力

を
お
願

い
中

し
Ｌ
げ

ま
す
。

議 長

飯 田 史 朗

副議長

増 島 一 良

姉
妹
都
市
・長
岡
京
市

市
議
会
が
視
察
に

七
月
三
日
、
姉
妹
都
市
に

な

っ
て
い
る
京
都
府
長
岡
京

市

の
市
議
会
議
事
問
題
審
査

特
別
委
員
会
が
、
議
会
運
営

委
員
会
を
視
察
研
修
に
来
ま

し
た
。
長
岡
京
市
議
会
は
、
議
会

運
営
委
員
会
を
置
か
ず
、

正

副
議
長
と
六
会
派
代
表
者
に

よ
る
、
議
事
問
題
審
査
特
別

委
員
会

で
議
会
運
営
を
協
議

し
て
い
ま
す
。

今

回
の
視
察

で
は
、
当
市

の
議
会
運
営
委
員
会

の
構
成

や
開
催
方
法
な
ど
を
今
後
に

役
立

て
た
い
と

の
こ
と
で
し

た
。

長
岡
京
市
議
会
と
の
意
見
交
換
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後半 2年 間の議会の各委員会の構成も決まり、充実した体制も整いました。委員会の委員は熱意を持っ
て真剣に所管の諸問題に取り組んでいく覚悟であります。

総務 ・福祉環境 ・観光建設 。文教の 4常 任委員会と議会運営委員会 ・議会だより特別委員会の計 6委 員
会があります。各委員会のメンバーは、下記のとおりです。 (◎委員長 ○副委員長)

総
　
務
　
委

］目⌒　　
△西

当
委
員
会
は
、
総
務
部
の
総
務
課

・
検
査

室

。
税
務
課

。
安
全
対
策
課
。
企
画
部
の
秘

書
広
報
課

・
企
画
課

・
財
政
課

・
管
財
課

・

情
報
シ
ス
テ
ム
課
。
市
民
部
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
。
韮
山
支
所

。
大
仁
支
所
の
地
域
振
興

課

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
。
さ
ら
に
、
会
計

課

。
議
会
事
務
局

。
監
査
委
員
事
務
局
を
所

管
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書

・
陳

情
書

・
請
願
書
な
ど
も
総
務
委
員
会
所
管
の

内
容
が
多
く
、
審
査
や
検
討
を
行
い
ま
す
。

伊藤泰伊  後藤員―  土屋源由

○三好陽子 ◎大沢秀光  増島一良

当
委
員
会
は
、
健
康
福
祉
部

・
環
境
部

・

市
民
部
が
所
管
す
る
事
務
の
審
査

。
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・
健
康
福
祉
部
は
、
主
に
障
害
者
福
祉

・
高

齢
者
福
祉

・
健
康
づ
く
り
な
ど
に
関
す
る

こ

と
。

・
環
境
部
は
、
主
に
環
境
保
全

・
美
化

。
公

園
管
理

・
斎
場

。
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
に

関
す
る
こ
と
。

・
市
民
部
は
、
主
に
国
民
健
康
保
険
、
老
人

保
健
な
ど
に
関
す
る
こ
と
。

ま
た
、
市
内
の
施
設
な
ど
の
現
地
調
査
や
、

県
外
に
出
向
い
て
先
進
地
視
察
な
ど
も
行

っ

て
い
ま
す
。

田中正男  水口哲雄  山下孝志

飯田史朗 ◎矢田博美 ○古屋鋭治

観

光

建

コ改
委

昌
｛
会

当
委
員
会
は
、
観
光
商
工
課

。
文
化
振
興

課

・
農
業
振
興
課
で
構
成
さ
れ
る
観
光
産
業

部
と
、
建
設
課

・
都
市
計
画
課

。
上
下
水
道

課
で
構
成
さ
れ
る
都
市
整
備
部
と
が
、
所
管

と
な
り
ま
す
。

ゆ
　
め

「自
然
を
守
り
、
文
化
を
育
む
、
魅
力
あ

る
温
泉
健
康
都
市
」
「安
全
、
安
心
、
健
康
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
構
築

・
推
進
に
向
け
、
意

欲
的
か
つ
活
発
な
意
見
交
換

・
意
見
具
申
を

し
、
実
現
に
向
け
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

鳥居松彦    鈴木平―郎

○水口成男   ◎菊池俊彦

松下善洋
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萩原員琴     秋田清

○柳沢秀次   ◎土屋紀男

板垣紀夫

当
委
員
会
は
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
議
案

。

請
願
等
を
審
査
し
、
そ
の
結
果
を
本
会
議
に
報
告
し
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
小

。
中
学
校
及
び
幼
稚
園
の
学
校
教
育
。

青
少
年
育
成

。
生
涯
学
習

。
社
会
体
育

。
文
化
財
保
護
の

社
会
教
育
。
図
書
館

・
保
育
園

。
子
育
て
支
援
等
で
す
。

教
育
は
、
間
口
が
広
く
奥
行
き
が
深
い
分
野
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
と
密
に
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
次
代
を
担
う

子
供
た
ち
が
た
く
ま
し
く
心
豊
か
に
成
長
す
る
よ
う
、
ま

た
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
通
う
こ
と
の
で
き
る
学
校
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

≡童亡
百我

会

運

営

委

員

会

当
委
員
会
は
、
総
務

・
観
光
建
設

。
福
祉
環
境

。
文
教

の
四
つ
の
常
任
委
員
会
よ
り
、
委
員
長
と
委
員
の
二
名
ず

つ
を
選
出
し
て
構
成
し
て
い
ま
す
。
定
数
は
八
名
で
あ
り
、

正
副
議
長
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
開
催
時
期
は
、
定
例
議
会
開
催
の

一
週
間
前
、

ま
た
臨
時
議
会
の
告
示
後

一
週
間
以
内
に
開
催
し
て
い
ま

す
。そ
の
他
、
議
会
運
営
に
関
す
る
事
項
、
関
係
条
例
の
改

正
等
検
討
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
つ
ど
開
催
し
、

議
会
の
運
営
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
検
討
審
議
し
て
い

ま
す
。

田中正男  矢田博美  菊池俊彦  土屋紀男

伊藤泰伊 ◎萩原員琴 ○鈴木平―郎 大沢秀光

板垣紀夫

古屋鋭治

水口成男  鈴木平―郎 三好陽子

柳沢秀次 ◎後藤員一 〇田中正男

¨
議
会
だ
よ
り
特
別
委
員
会

一

議
会
を
お
茶
の
間
に
―

・
各
常
任
委
員
会
の
副
委
員
長
と
委
員
の
二
名
ず
つ
が
選

出
さ
れ
、
八
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
年
四
回
、
定
例
会
後
に
発
行
。

議
員
は
、
多
く
の
討
論
を
限
ら
れ
た
字
数
で
ま
と
め
る

こ
と
や
、
現
場
に
出
向
い
て
の
写
真
撮
影
な
ど
毎
回
苦
労

し
て
い
ま
す
。

議
会
を
お
茶
の
間
に
届
け
よ
う
と

「分
か
り
や
す
さ
」

を
目
標
に
、
専
門
用
語
や
難
解
語
句
に
解
説
を
添
え
る
な

ど
、
編
集
と
校
正
作
業
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
は

一
方
通
行
で
す
が
、
『議
会
だ
よ
り
』
を
通
し
て
、

市
民
の
皆
様
と
対
話
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

文

教

委

員

会
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6月定例会 議員の問いと
行政の答 え

現
在
も

一
市
三
制
度
の

水
道
事
業
統

一
に
つ
い
て

柳
沢
秀
次

一飩
濶
　
一
動
機
」
¨
却
一
″
蹴
】
慟

道
基
本
計
画
を
策
定
し
、
水
道
使
用

料
金
審
議
会
を
設
置
す
る
約
束
は
ど

う
な
っ
て
ま
す
か
。

星
和
立
花
台
を
含
む
、
簡
易
水
道

の
統
合
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

血
蜆
）
い
に
時
破
笹
罐
』
嘲
¨
崚

道
ビ
ジ
ョ
ン
中
期
計
画
作
成
を
し

て
、
二
十
年
度
に
審
議
会
を
設
け
料

金
統

一
の
検
討
を
し
た
い
で
す
。

旧
三
町
を
結
ぶ
水
道
管
設
置
は
、

大
仁

。
伊
豆
長
岡
間
は
大
門
橋
、
韮

山

。
大
仁
間
は
現
在
道
路
拡
幅
中
の

伊
豆
箱
根
鉄
道
沿
い
の
道
路
に
、
そ

し
て
、
韮
山

。
伊
豆
長
岡
間
は
松
原

橋
に
メ
イ
ン
パ
イ
プ
を
設
置
し

一
つ

に
結
ば
れ
る
予
定
で
す
。

簡
易
水
道
の
星
和
立
花
台
は
、

市
に
統
合
す
る
た
め
の
施
設
整
備

を
帥
新
星
和
不
動
産
負
担
で
進
め

る
予
定
で
す
。

他
の
簡
易
水
道

（韮
山
地
区
）

は

一
市

一
水
道
の
原
則
を
県
が
指

導
し
て
お
り
、
二
つ
の
部
落
営
水

道
が
二
、
三
年
後
に
市
へ
統
合
予

定
で
す
。

残
る
部
落
営
五
水
道
は
、
十
九

年
度
中
に
上
水
道
へ
の
統
合
の
意

思
決
定
を
し
て
い
た
だ
け
る
か
相

談
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
意
思
決
定
が
あ
れ
ば
、
平

成
二
十
年
度
に
計
画
す
る
上
水
道

事
業
経
営
認
可
の
申
請
を
、
部
落

営
も
含
め
認
可
を
受
け
た
い
で
す
。

妊
産
婦
の
無
料
健
診

拡
大
に
つ
い
て

山
下
孝
志

今
年
度
予
算
で
健
診
に
対

す
る
国
の
支
援

（地
方
交

付
税
）
が
三
倍
以
上
に
増
額
さ
れ
、

五
回
程
度
を
無
料
と
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
現
状
は
ど
う
か
。

ぬ
蜆
）
知
郵
鰤
列
発 ．
確
剛
っ
議
¨

県
が
県
下
の
市
町
か
ら
委
任
を
受

け
、
県
の
医
師
会
と
契
約
し
市
が

実
施
し
て
い
る
。

念
扮
・
聟
峙
的
に
動
働
［
『
』
』

程
度
が
、
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
た
め
若
い
夫
婦
に
と
っ

て
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
国
の
施
策
に
応
え
、
本
年

度
か
ら
発
行
枚
数
の
拡
大
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

平
成
二
十
年
四
月
を
目
途

に
、
県
と
医
師
会
は
五
回

程
度
の
受
診
で
協
議
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
に
基
づ
き
伊
豆
の
国

市
で
も
実
施
し
た
い
。

市
政
に
市
民

・
若
者
の
声
を

子
供
達
に
必
要
な
支
援
を

後
藤
員

一

市
政
に
生
か
す
べ
く
市
民

の
声
に
耳
を
傾
け
る
べ
き

で

は

な

い

か
。

ま

た

、

市

の
主

人

公

と

な

る
若

者

の
声

に

こ

そ

耳

を

傾
け
、
市
政
を
考
え
る
若
者
を
育

て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

血
訃
）
硼
動
申
畷
時
な
い
０
中
『

た
い
。
総
合
計
画
や
基
本
計
画
に

は
、
若
者
の
意
見
を
組
み
入
れ
て

い
る
。
今
後
、
子
ど
も
た
ち

。
若
者
た

ち
の
意
見
を
聞
く
よ
う
、
積
極
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
顆
摯　
』
疇
¨
¨
「
い
に
申
』
［

け
て
率
直
に
語
っ
て
欲
し
い
。

特
別
支
援
教
育
が
始
ま
っ
て
い

る
が
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
達
に
必
要
な
支
援
が
で
き
る
よ

う
に
、
努
力
さ
れ
た
い
。

一般質問は9名が行い、当局の考え方をただしました。

特別支援教育

、 エノJ]1
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知
徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
子
ど
も
の
育
成
を
め

ざ
し
て
、
情
報
公
開
や
相
互
理
解

と
教
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
て

い
る
。
保
護
者
に
は
、
基
本
的
生

活
習
慣
の
定
着
を
要
望
し
た
い
。

地
域
と
家
庭
や
学
校
が
緊
密
な

連
携
を
し
て
、
た
く
ま
し
い
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
。

市
単
独
で
も
採
用
し
て
支
援
指

導
し
て
い
る
が
、
教
育
と
医
療
な

ど
、
困
難
な
点
も
多
々
あ
る
。

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
？

古
屋
鋭
治

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
交
渉

事
業
の
進
捗
状
況
と
難
航

し
て
い
る
交
渉
の
今
後
は
。

平
成
二
十
五
年
度
稼
動
を

予
定
し
て
い
る
。
現
在
は

施
設
基
本
計
画
、
地
質
調
査
、
生

活
環
境
調
査
を
進
め
る
段
階
で
あ

る
が
、
建
設
候
補
地
伊
豆
市
堀
切

区
の
同
意
を
得
る
べ
く
努
力
し
て

い
る
。
様
々
な
意
見
あ
る
が
、
現

在
は
建
設
の
方
向
に
進
ん
で
い
く
。

輻

仄

嗜
饉

緋

牌

勒

大
仁
小
へ
統
合
の
場
合
は
交
通
費

負
担
で
配
慮
必
要
。

血
陽
¨
に
け
」
一
〓 度
か
一費
け
」
一

複
式
学
級
化
が
確
定
し
て
い
る
。

二
十
四
年
度
以
降
は
二
つ
の
複
式

学
級
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

学
習
環
境
改
善
に
は
大
仁
小
と

の
統
合
と
路
線
バ
ス
利
用
が
考
え

ら
れ
る
。
交
通
費
は
大
仁
中
学
通

学
や
他
の
地
域
の
状
況
も
考
慮
し

検
討
す
る
。
保
護
者
に
説
明
を
行

い
、
今
年
度
中
に
方
向
性
を
示
し

た
い
。

グ
ラ
ン
ド
ヘ
の
夜
間
照
明
設
置
を

向鶉　４向竃『摯『刺申け時

競
技
場
に
夜
間
照
明
設
置
を
。

血
扮
¨
蒙
勧
漱
一
け
珈
倒
岬
申
］

等
が
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
今
後

は
、
二
施
設
に
つ
い
て
財
政
面
を

考
慮
し
検
討
す
る
。

安
全
・
安
心
な

街
づ
く
り
の
た
め
に

衛
灯
の
整
備
を
！

三

好

陽

子

市
内
で
は
、
空
き
巣
な
ど
の

犯
罪
が
昨
年
度
一
〇
四
件
発

生

し

た
。

安
心
し

て
過
ご

す
施

策

と

し

て
、

住

民
か
ら

の
要
望

も
多

い
街

灯

の
整
備

が
必
要
で
は
な

い
か
。

Ａ
剰
鱚
　
］
窄
一
嘲
¨
「
一
一
諄
章
は

り
扱

い
が
異
な

っ
て
い
る
。
今
後
は
、

取
り
扱

い
の
統

一
、
維
持
管
理
方
法
に

つ
い
て
、
市
と
地
元
地
区
と
の
役
割
分

担

の
あ
り
方
を
、
早
急
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

同
報
無
線
の
戸
別
受
信
機
の
存
続
を

詢鱚　“］一［『［』い」「

ジ
タ
ル
化
整
備
事
業
は
、
現
在
配
備

さ
れ
て
い
る
戸
別
受
信
機
二
五
四
五

台
が
使
え
な
く
な
る
。
今
か
ら
で
も

計
画
を
変
更
し
、
ま
だ
使
用
で
き
る

戸
別
受
信
機
を
存
続
さ
せ
、
さ
ら
に

安
価
な
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
を
し

て
、
防
災
対
策
の
強
化
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

颯

［
》

鑓

影

つ

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

指
名
競
争
入
札
を

一
般
競
争
入
札
に
改
善
を

田

中

正

男

巫珈・　筆』導馨］』Ｍけに動

れ
た
公
平
な
制
度
で
行
わ
れ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①
昨
年
度
の
工
事
入
札
の
平
均
落
札

率
（予
定
価
格
に
対
す
る
落
札
価
格

の
率
の
平
均
）は
。

②
地
方
自
治
法
で
は

「入
札
契
約
の

方
式
は
、　
一
般
競
争
入
札
が
原
則
」

と
し
て
い
る
。
公
平
公
正
な
入
札
制

度
の
た
め
に
、
大
規
模
事
業
以
外
も

一
般
競
争
入
札
導
入
を
。

③
談
合
さ
れ
に
く
い
入
札
制
度
の
考

え
は
。

轟
闘
顆
　
② ①
今 一
年
』
［
一
「
脚
模 。
講
隷

に
、
制
限
つ
き
一
般
競
争
入
札
を
導

入
。
今
後
拡
大
し
て
い
く
予
定
。

③

一
般
競
争
入
札

・
総
合
評
価
競
争

入
札
の
拡
大
と
、
電
子
入
札
の
検
討

を
し
て
い
く
。

女
塚
公
園
近
く
の
ゴ
ミ
処
理

研
究
所
か
ら
の
悪
臭
に
つ
い
て

瘍

¨
拠

罫

鵠

謳

¨

②
周
辺
住
民
の
悪
臭
の
苦
情
に
つ

い
て
、
今
後
の
対
応
は
。

ハ
闘
Ψ
　
¨
［
（
コ
型
¨
ガ
奪
】
″

を
使
用
し
、
酸
化
熱
分
解
す
る
研
究
。

②
県
の
廃
棄
物
課
と
協
力
し
て
調

査
、
対
応
し
て
い
く
。

複式学級化日前の大仁東小
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権
限
委
譲
に
伴
う
市
街
化

調
整
区
域
内
の
都
市
計
画

に
つ
い
て

秋

田

清

市

街

化

調
整

区
域

内

の
開

発

規

制

に
係

わ

る
都

市

計

画
法
施
行
条
例
の
改
正
に
お
け
る

特
別
指
定
区
域
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
。
こ
の
企
業
立
地
促
進
法
に
よ
り
、

北
江
間
財
産
区
の
採
石
場
跡
地
ヘ

の
最
先
端
技
術
工
場

。
韮
山
駅
、

原
木
駅
東
側
へ
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
や
伊
豆
箱
根
の
車
両
基
地
誘
致

も
可
能
と
思
わ
れ
る
が
。
市
で
は

指
定
区
域
の
申
請
の
考
え
は
。

幌

鰈

骰

聰

箋

諏

る
と
考
え
ら
れ
、
可
能
性
が
あ
る
。

市
と
し
て
積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

偽愕・［［聰勢峰嚇は中綺［

計
画
法
の
許
可
に
つ
い
て
。

①
既
存
集
落
内
の
宅
地
で
、
建
築

許
可
が
困
難
な
土
地
に
つ
い
て
。

②
農
家
の
分
家
住
宅
と
既
存
集
落

内
の
自
己
用
住
宅
に
つ
い
て
。
そ

の
救
済
措
置
は
。

要
望
と
し
て
、
企
業
立
地
促
進

法
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業

集
積
の
形
成
で
地
方
の
活
性
化
を

進
め
て
欲
し
い
。

漁
蜆
）
い
一
ウ
に
い
時
『
詢
「
〔

る
。
現
在
、
担
当
課
に
お
い
て
伊

豆
市
、
函
南
町
と
許
可
基
準
や
要

綱
の
整
備
を
し
て
い
る
。

②
市
独
自
の
救
済
措
置
は
難
し
い
。

放
課
後
児
童
教
室
の
整
備
内
容
と

待
機
児
童
対
策
は
伊
藤
泰
伊

識
珈
，　
躊
中
一
斡
“
破
放 一
削
牢
鳴

童
教
室
整
備
に

一
億
三
六
〇
〇
万

円
計
上
さ
れ
、
四
カ
所
に
整
備
さ

れ
ま
す
。
市
町
村
合
併
推
進
体
制

整
備
費
補
助
金

一
億
九
六
〇
万
円
、

残
額
は

一
般
財
源
か
ら
で
す
の
で
、

む
だ
な
く
安
全
性
確
保
の
施
設
が

完
成
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

施
工
業
者
は
。
延
べ
床
面
積
は
。

螂

醐

♂

識

巫

暉

四
施
設
平
均

一
五
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
建
築
本
体
の
坪
単
価
は
四

〇
万
円
か
ら
四
七
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

餡
鱚
・　
寿
印
柳
罐
螂
笏
¨
一
一
章

お
考
え
は
。

Ａ
鶉
・
審
閻
勧
』
「
中
け
」
′‐ヽ て
「

○
名
、
長
岡
北
小

一
〇
名
、
韮
山

小
二
〇
名
、
韮
山
南
小

一
〇
名
、

の
定
員
増
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

韮
山
体
育
館
の
管
理
に
つ
い
て

勒

ご 体
梅

鏃

響
鰹

【

り
、
ト
イ
レ
の
に
お
い
が
し
て
い

ま
し
た
。
平
成
十
八
年
度
に
整
備

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
管

理
に
つ
い
て
は
。

ハ
琲
）
¨
勤
詢
口
ｕ
「
け
”
〕
伺

レ
や
室
内
の
清
掃
を
行
っ
た
結
果
、

苦
情
が
極
端
に
減
少
し
ま
し
た
。

従
来
ど
お
り
社
会
教
育
課
が
管
理

し
て
ま
い
り
ま
す
。

合
併
前
の格
差
是
正
に
つ
い
て

土
屋
源
由

水
道
料
金
の
違
い
は
市
民

の
知
る
と
こ
ろ
だ
が
、
基

本
加
入
分
担
金
や
量
水
器
使
用
料

の
違
い
は
、
不
公
平
な
状
況
に
あ

る
。ま
た
、
街
路
灯
の
維
持
管
理
状

況
に
も
地
域
格
差
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
格
差
是
正
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ
愕
｝
粋
』
『
に
け
「
一
け
申
嘲

に
改
定
作
業
に
入
り
、
平
成
二
十

年
度
に
は
三
地
区
の
統

一
を
し
て

い
き
た
い
。
水
道
料
金
に
つ
い
て

は
、
上
水
道
基
本
計
画
と
地
域
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
中
期
経
営
計
画
を
基

本
資
料
と
し
て
、
平
成
二
十
年
度

中
に
、
水
道
経
営
審
議
会
の
よ
う

な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
適
切
な
料

金
改
定
時
期
等
を
審
議
検
討
を
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

街
路
灯
を
含
め
た
市
内
全
体
の

街
灯
の
位
置
づ
け
は
、
「安
全

。
安

心
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
る
上
で
重
要
な
要
素
と
考
え
る

の
で
、
単
に
現
状
の
維
持
管
理
の

あ
り
方
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
防

犯
灯
、
道
路
照
明
灯
を
含
め
、
設

置
及
び
維
持
管
理
方
法
に
つ
い
て

地
元
地
区
と
の
役
割
分
担
を
早
急

に
検
討
し
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
格
差
解
消
を
示
し
て
い
き
た

い
。

韮山体育館
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6月定例会では、2常任委員会に付託された議案の審査内容と、4常任委員会の閉会中の

事務調査についての報告です。

■
浮
橋

（大
仁
）
に
湧
出
し
た

温
泉
の
活
用
に
つ
い
て

十
九
年
度
は
二
千
五
百
万
円
を

計
上
し
、
温
泉
を
ポ
ン
プ
ア
ツ
プ

し
た
う
え
で
、
無
償
配
湯
す
る
計

画
で
あ
る
。

工
事
発
注
は
本
年
六
月
か
ら
七

月
頃
。
竣
工
は
、
二
十
年
三
月
を

予
定
。
配
湯
は
、
お
湯
の
成
分
分

析
、
許
可
申
請
な
ど
の
関
係
で
、

二
十
年
度
か
ら
温
泉
施
設
完
成
ま

で
の
予
定
。

■
未
利
用
地
の

今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

未
利
用
地
の
主
な
場
所
は
、
旧

伊
豆
箱
根
グ
ラ
ン
ド

（南
江
間
）
、

旧
大
観
宮
跡

（古
奈
）
、
旧
韮
山
東

幼
稚
園
跡

（多
田
）、
旧
日
通
家
族

寮

（山
木
）、
旧
大
仁
旭
平
町
営
住

宅
跡

（三
福
）、
大
仁
ス
コ
リ
ア
採

取
跡
地

（田
中
山
）
で
あ
る
。
有

効
活
用
す
る
場
所
と
利
用
価
値
の

少
な
い
と
こ
ろ
は
売
却
の
考
え
も

あ
る
。

■
消
防
団
の
統
廃
合
に
つ
い
て

現
在
の
二
十
分
団

（長
岡
五
、

韮
山
七
、
大
仁
八
）
か
ら
、
旧
町

単
位
に
四
分
団
の
合
計
十
三
分
団

化
の
計
画
が
あ
る
。
平
成
二
十
年

度
か
ら
実
施
の
計
画
で
す
。

六
月
に
消
防
団
、
区
長
、
田
方

消
防
署
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
意
見
を
聞
く
会
を
開
催

す
る
。

■
街
路
灯

・
防
犯
灯
に
つ
い
て

市
民
か
ら
防
犯
灯
設
置
要
望
が

強
い
。
市
内
に
街
路
灯

。
防
犯
灯

が
あ
る
が
、
街
路
灯
と
し
て
防
犯

灯
を
兼
務
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

こ
の
た
め
、
十
九
年
度
に
基
準

の
整
理
・
調
整
を
行
う
。

■
投
票
所
の
統
廃
合
等
の
検
討
に
つ
い
て

投
票
所
は
二
十
七
ヶ
所

（長
岡

五
、
韮
山
十
、
大
仁
十
二
）
あ
る
。

投
票
所
の
有
権
者
の
適
正
数
や
、

小
さ
い
投
票
所
の
整
理
統
合
す
る

考
え
が
あ
る
。
ま
た
、
期
日
前
投

票
は
、
現
在
の
三
ヶ
所
か
ら
長
岡

市
役
所

一
ヶ
所
と
し
た
い
。

理
由
は
、
支
所
の
職
員
数
変
動

等
で
対
応
に
懸
念
が
あ
る
こ
と
や
、

す
で
に
、
沼
津
市
、
三
島
市
で
は

期
日
前
投
票
所

は

一
ヶ
所
と
な

っ
て
い
る
。

■
市
の
情
報
化

政
策
に
つ
い
て

市
民
か
ら
見

た
情
報
化
政
策

を
検
討
し
、
来

年
二
月
頃
ま
で

に
計
画
を
策
定

す
る
。
県
は
光
ケ
ー
ブ
ル
構
想
を

打
ち
出
し
、
市
町
に
対
し
導
入
の

指
示
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
当

市
は
九
月
に
は
光
ケ
ー
ブ
ル
整
備

計
画
を
策
定
す
る
予
定
。

■
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

一
新
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
評
価
す
る
日

経
パ
ソ
コ
ン
の
審
査
基
準
を
十
分

参
考
に
し
て
取
り
組
み
た
い
が
、

全
国
の
市
町
村

一
律
に
評
価
基
準

を
設
け
て
い
る
の
で
、
市
町
村
の

狙
い
と
す
る
部
分
が
加
味
さ
れ
て

い
な
い
き
ら
い
が
あ
る
。

当
市
の
特
徴
や
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
を
持
っ
て
作
成
し
た
い
。

品闊
リニューアルされた市のホームページ
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国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

固

な
ぜ
こ
の
時
期
に
値
上
げ
を
す

る
の
で
す
か
。

保
険
給
付
費
を
賄
う
た
め
の
保

険
税
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
税

率
を
改
正
し
な
け
れ
ば
不
足
が
発

生
す
る
か
ら
で
す
。

※
召
釧
個
網
川
側
が
、
合
併
時
か

ら
の
確
認
事
項
に
よ
り
減
っ
て
き

て
い
る
か
ら
で
す
。

当
初
予
算
時
は
大
丈
夫
と
見
込

み
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
所
得
状
況

や
人
数
が
明
か
に
な
り
、
確
実
に

予
算
上
不
足
す
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

医
療
費
が
下
が
る
見
込
み
も
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
見
直
し
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

固

改
正
の
内
訳
は
な
ん
で
す
か
。

所
得
割
を
五

・
三
％
か
ら
六

・

一
％
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

近
隣
の
七
市
町
の
状
況
を
み
て

も
、
所
得
割
は
、
当
市
が
最
も
低

い
率
で
す
。

今
回
、
他
の
率
は
そ
の
ま
ま
と

し
て
、
所
得
割
の
み
の
引
き
上
げ

を
考
え
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
賦
課
限
度
額
を
五
三
万

円
か
ら
五
六
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
限
度
額

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
十
年

据
え
置
か
れ
た
上
限
額
を
地
方
税

法
施
行
令
の
改
正
に
合
わ
せ
て
引

き
上
げ
、
高
額
所
得
の
皆
様
に
応

分
の
負
担
を
お
願
い
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

固

今
回
の
税
率
改
正
で
、
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
り
ま
す
か
。

因
］
影
響
の
な
い
世
帯
は
、　
一
万
一

四
二
六
世
帯
の
う
ち
、
三
二
三
二

世
帯
で
す
。
そ
れ
以
外
の
世
帯
は
、

一
〇
〇
円
か
ら
五
万
九
二
〇
〇
円

の
影
響
が
出
ま
す
。
最
高
額
の
影

響
が
出
る
の
は
、
三
〇
世
帯
で
す
。

闇
］
そ
の
他
繰
入
れ
で
あ
る
交
付
税

の
合
併
補
正
が
三
～
五
年
で
減
っ

て
な
く
な
り
ま
す
。
以
後
、
保
険

税
の
み
で
賄
う
考
え
方
で
す
か
。

四
］
合
併
協
議
会
で
、
そ
の
他
繰
入

れ
を
せ
ず
に
保
険
税
の
み
で
賄
う

の
は
、
今
の
国
保
の
加
入
者
状
況

か
ら
見
て
厳
し
い
の
で
、
せ
め
て

県
平
均

（
一
人
四
〇
〇
〇
円
）
並

み
の
そ
の
他
繰
入
れ
で
賄
え
る
保

険
税
の
税
率
を
目
標
に
、
ま
た
、

急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う

に
や
っ
て
い
く
、
と
い
う
確
認
を

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

県
平
均
並
み
の
そ
の
他
繰
入
れ

だ
け
で
な
く
、
収
納
率
向
上
に
よ

る
財
源
確
保
や
、
医
療
費
を
下
げ

る
こ
と
に
よ
り
保
険
税
が
下
が
る

よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

闇
］
収
納
率
が
、
向
上
し
な
い
理
由

は
何
で
す
か
。
対
策
は
何
か
考
え

て
い
ま
す
か
。

因
Ｈ
公
共
料
金
の
納
付
意
識
が
低
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
、
施

策
で
は
収
納
率
の
向
上
は
見
込
め

ま
せ
ん
の
で
、
斬
新
な
計
画
を
考

え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
徴
収
部

門
を
設
置
す
る
方
法
。
各
部
署
で

収
納
を
置
く
方
法
。
各
部
署
で
競

い
合
っ
て
収
納
率
を
上
げ
て
い
く

方
法
な
ど
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

職
員
全
員
体
制
で
個
別
徴
収

・

納
付
指
導
を
行
っ
た
り
、
催
告
状

の
色
分
け
を
し
た
り
等
の
収
納
対

策
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

閥
］
国
保
運
営
協
議
会
に
諮
問
し
た

結
果
、
改
正
も
や
む
え
な
い
と
し
、

承
認
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
審
議
内
容
と
メ
ン
バ
ー
構
成

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

因
口
審
議
内
容
は
、　
一
八
年
度
の
医

療
費
が
減
っ
て
い
る
が
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
患
者
が
少
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
と
、
収
納
率
が
低
い

と
い
う
二
点
で
す
。

運
営
委
員
の
構
成
は
、
学
識
経

験
者

。
民
生
委
員

。
女
性
の
会
等

の
公
益
代
表
が
四
名
。
無
差
別
に

選
ば
れ
た
国
保
被
保
険
者
代
表
が

四
名
。
医
師
会
代
表
が
二
名
。
歯

科
医
師
会

・
薬
剤
師
会
よ
り
二
名
。

社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
代
表
よ

り
二
名
の
計

一
四
名
で
す
。

審
査
の
結
果

慎
重
な
る
審
査
を
し
た
結
果
、

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
可
決
す
べ
き
に
委
員
多
数
が

賛
成
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
い
た

し
ま
す
。

※【その他繰入れとは】

国民健康保険特別会計に

対し、法令で定められた市

負担以外に、国民健康保険

事業の安定的な運営のた

めに、一般会計から一定額

を入れること

国民健康保険税率の改正内容

所得割
(%)

資産割

(%)

均等割

(円)

平等割
(円)

改正前 5.3 36 23,500 24,000

改正後 6.1 36 23.500 24,000



r2~の国市議豊だより肋.θ 0

上
水
道
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
四
五
号

「伊
豆
の
国
市
上

水
道
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の
審

査
経
過

。
内
容

。
結
果
に
つ
い
て

報
告
致
し
ま
す
。

経
緯
上
水
道
給
水
条
例
の
大
仁
上
水
道

の
区
域
の
水
道
料
金
に
、
工
業
用

水
と
し
て
基
本
水
量

一
六
万
五
〇

〇
０
３ｍ
　ヽ
一
ぷ
単
価
二
八
円
三
五

銭
、
昭
和
三
六
年
五
月

一
日
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
業
用
水
は
、
旭
化
成
フ

ァ
ー
マ
仰
前
身
の
東
洋
醸
造
仰
に

対
す
る
供
給
水
量
お
よ
び
料
金
を

定
め
た
も
の
で
す
。

昭
和
三
六
年
五
月

一
日
に
、
大

仁
町
と
東
洋
醸
造
仰
と
で
上
水
道

給
水
契
約
締
結
。

責
任
水
量
と
し
て
、
毎
月
一
六

万
五
〇
〇
〇
ト
ン
と
す
る
。

料
金
は
、
五
六
万
一
〇
〇
〇
円

（
一
ｄ
単
価
三
円
四
〇
銭
）

契
約
期
間
、　
一
〇
年
間
。

今
般
、
旭
化
成
フ
ァ
ー
マ
嶼
よ

り
給
水
見
直
し
要
請
を
受
け
、
給

水
契
約
の
見
直
し
に
つ
い
て
協
議

し
、
正
常
な
る
企
業
運
営
を
考
慮

し
て
、
五
万
３ｍ
減
の
基
本
水
量

一

一
万
五
〇
〇
０
３ｍ
、
料
金
は
三
二

六
万
二
五
〇
円
。

（
一
日
単
価
二
八
円
三
五
銭
）

契
約
期
間
、
平
成
二
二
年
三
月
二

一
日
ま
で
で
内
諾
と
の
説
明
が
あ

り
、
質
疑
に
入
り
ま
し
た
。

質
疑
の
内
容

固

五
万
３ｍ
が
上
水
道
企
業
運
営

し
て
い
け
る
限
界
だ
と
考
え
る
が
、

今
後
も
改
定
は
、
免
れ
な
い
か
。

因
］
そ
の
と
お
り
で
す
。
大
仁
地
区

上
水
道
事
業
の
赤
字
の
限
界
が
五

万
３ｍ
と
な
る
事
よ
り
、
旭
化
成
フ

ァ
ー
マ
仰
に
ご
理
解
を
し
て
い
た

だ
き
、
内
諾
を
得
た
も
の
で
す
。

闇
］
多
額
な
補
修
費
等
が
、
必
要
に

な
っ
た
時
の
資
金
は
。

因
］
旧
三
町
ご
と
に
、
内
部
留
保
資

金
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
を
使
用

し
対
応
し
ま
す
。

間
］
上
水
道
給
水
条
例
の
中
に
、
工

業
用
水
の
位
置
づ
け
が
し
て
あ
る

の
か
。

四
］
工
業
用
水
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

固

平
盛

三
年
ま
で
の
契
約
で
あ

り
、
そ
の
後
、
契
約
が
な
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
。　
一
市

一
制
度
を

早
期
に
確
立
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

因
日
本
年
度
水
道
事
業
中
期
経
営
計

画
を
作
成
し
、
二
〇
年
度
に
審
議

会
を
立
ち
上
げ
、
料
金
改
定
時
期

等
を
検
討

・
審
議
し
て
い
く
事
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

審
査
の
結
果

慎
重
な
る
審
査
を
し
た
結
果
、

一
市

一
制
度
へ
の
統
合
は
、
十
分

且
つ
慎
重
に
検
討
し
た
う
え
で
、

早
期
に
対
応
を
す
る
べ
く
計
画
的

な
推
進
を
す
る
事
を
要
望
し
、
委

員
全
員
が
可
決
す
べ
き
に
賛
成
で

あ
っ
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

閉
会
中
の
事
務
調
査
報
告

十
八
年
度
繰
越
事
業
と
、

十
九
年
度
予
算
に
お
け
る
事

業
の
進
捗
状
況
や
現
況
お
よ

び
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
、

観
光
産
業
部
と
都
市
整
備
部

よ
り
詳
細
な
説
明
を
受
け

て
、
質
疑
に
入
り
ま
し
た
。

観
光
産
業
部
関
連
で
は
、

歴
史
観
光
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、

新
規

イ

ベ
ン
ト
事
業

の

「花
華
の
舞
」
、
公
演
収
支
決

算
、
農
地

・
水

・
環
境
保
全

向
上
活
動
及
び
支
援
事
業
等

に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

都
市
整
備
部
関
連
で
は
、
古
奈

湯
元
公
園
整
備
事
業
、
ま
ち
交

（道
路
整
備
）
、
松
原
橋
イ
ン
タ
ー

等
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。各
事
業
が
、
順
調
に
執
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
今
後
の

事
業
が
、
適
正

。
確
実
に
執
行
さ

れ
る
事
を
要
望
し
て
、
調
査
を
終

わ
り
ま
し
た
。

施行期日
1.この条例は、平成 19年 7月 1日 から施行

基本水量 料  金

115,000111 3,260,250円

改 正 内 容

改正前

基本水量 料  金

165,000」 4,677,750円

改正後

下畑配水池 (3,000m3)
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■
一攻
一敬
一委
員
会

十
九
年
度
重
点
施
策
に
つ
い
て

〔教
育
総
務
課
〕

安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
教
育

環
境
の
整
備
と
し
て
、
門
扉
の
設

置
、
小
学
校
の
耐
震
補
強
策
定
計

画
の
実
施
。
大
仁
中
学
校
改
築
事

業
で
は
、
許
認
可
申
請
事
務
や
、

基
本
計
画
を
基
に
実
施
設
計
の
業

務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

〔学
校
指
導
課
〕

子
供
の
心

・
技

・
体
を
育
み
な

が
ら
、
特
色
あ
る
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
を
推
進
す
る
中
で
、
教
職

員
の
研
修
の
充
実
を
図
り
、
小
中

学
校
へ
の
支
援
員
の
充
実
、
ま
た
、

外
国
人
講
師
派
遣
事
業
も
活
発
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
田
中
山
分
校
廃
校
問
題

に
つ
い
て
、
児
童
の
減
少
と
教
育

方
針
に
沿
っ
た
教
育
環
境
が
不
十

分
な
状
況
で
あ
り
、
平
成
十

九
年
度
末
に
廃
校
の
方
向
で

進
め
て
い
き
、
今
後
条
例
の

改
正
や
通
学
方
法
の
問
題
等

を
考
慮
し
な
が
ら
方
向
性
を

図
っ
て
行
き
た
い
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

〔こ
ど
も
育
成
課
〕

子
供
が
健
や
か
に
育
つ
環

境
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「す
み
れ
」
の
開
所
、
放
課

後
児
童
教
室
新
築
工
事
の
実

施
、
幼
稚
園

・
保
育
園
の
保

守
管
理
も
行

っ
て
い
き
ま

す
。

境
整
備
の
一
環
と
し
て
、

読
み
聞
か
せ
講
座
の
開

催
等
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

質
疑
の
内
容

固

給
食
費
の
未
納
に
つ

い
て
、
現
状
は
ど
う
か
。

目

十
八
年
度
決
算
で

は
、
小
学
校
で
は
未
納

額
が
五
八
万
五
〇
〇
〇

円
、
中
学
校
で
は
、
八

〇
万

一
〇
〇
〇
円
。
収

納
率
は
小
学
校
が
九

九

・
五
五
％
、
中
学
校

が
九
八

・
九

一
％
で
引
き
続
き
収

納
率
を
上
げ
る
よ
う
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

問
］
園
児
の
課
外
活
動
に
市
所
有
バ

ス
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
理
由

は
な
に
か
。

因
］
平
成
十

一
年
に
道
路
交
通
法
が

改
正
さ
れ
、
六
才
未
満
の
幼
児
に

は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
着
装
の

中
で
路
線
バ
ス
や
、
貸
切
バ
ス
等

な
ど
の
よ
う
に
免
除
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
市
所
有
バ
ス
は

一
般
車
輌
で
免
除
規
定
に
該
当
し

ま
せ
ん
。
法
律
を
厳
守
し
、
園
児

の
安
全
を
第

一
に
考
え
て
、
今
後

は
園
児
の
利
用
に
つ
い
て
、
営
業

バ
ス
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

固

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た

温
水
プ
ー
ル
の
効
果
は
。

困
］
四

・
五
月
の
二
ヶ
月
余
り
で
、

入
場
者
数
が
昨
年
よ
り
約
三
〇
〇

〇
人
増
加
し
て
ま
す
。
委
託
料
は

昨
年
よ
り
、
七
〇
〇
万
円
程
減
額

な
ど
、
効
果
が
み
ら
れ
ま
す
。
四

月
早
々
に
水
泳
教
室

・
水
泳
大
会

を
計
画
す
る
等
、
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

間
］
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「す
み
れ
」
の
開
所
計
画
は
。

四
］
七
月
三
日
の
開
所
に
向
け
、
改

修
工
事
や
、
備
品
購
入
作
業
は
予

定
通
り
進
ん
で
お
り
、
非
常
勤
職

員
も
確
保
し
、
準
備
段
階
に
入
っ

て
い
ま
す
。
完
成
後
は
、
就
学
前

の
親
子
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

〔社
会
教
育
課
〕

青
少
年
健
全
育
成
と
し
て
、
少

年
の
船
や
成
人
式
の
実
施
、
ま
た
、

芸
術

。
文
化
活
動
の
充
実
を
図
る

一
環
と
し
て
、
文
化
祭
の
開
催
、

体
育
館
等
の
整
備

・
充
実
、
文
化

財
の
保
護
継
承
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
〔図
書
館
〕

中
央
図
書
館
の
改
修
事
業
の
実

施
、
絵
本
を
通
し
て
親
子
の
触
れ

合
い
の
場
の
提
供
と
し
て
、
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
や
、
子
供
の
読
書
環

大仁中学校改築 校舎構想図

放課後児童教室の安全祈願祭 (韮山小学校)
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第2回定例会は6月 12日より26日までの15日間の会期で行われ、繰越明許費繰越計算書の報告 6

件、補正予算 5件 、条例改正 3件 、意見書 1件、決議 1件 などが、上程可決承認されました。

可決承認された議案一覧
。平成 19年 度伊豆の国市一般会計補正予算
(第1号 )

。平成 19年 度伊豆の国市国民健康保険特別

会計補正予算(第1号 )

。平成 19年 度伊豆の国市老人保健特別会計

補正予算(第1号 )

。平成 19年 度伊豆の国市介護保険特別会計

補正予算(第1号 )

。平成 19年 度伊豆の国市上水道事業会計補

正予算(第1号 )

。伊豆の国市国民健康保険税条例の一部を改

正する条例の制定について

。伊豆の国市上水道給水条例の一部を改正す

る条例の制定について

。伊豆の国市市営住宅管理条例の一部を改正

する条例の制定について

暴力追放と根絶に関する決議
安全で安心して暮らせる地域社会の実現が、住民全

ての願いである。                 そ

しかしながら、平成 19年 4月 18日 、伊藤一長前長崎

市長が銃撃されるという卑劣極まりない行為により亡く

なられたことは、まことに痛惜の極みであり、謹んで哀

悼の誠を捧げるものである。

このような暴力行為は、言論の自由を抑え個人の名

誉と生活権を奪うなどの民主主義の根幹を揺るがすも

のであり、断じて許すことは出来ない。又、行政機関と

その職員に対する行政対象暴力は、公正、公平であるべ

き行政サービスの健全性を阻害するものであり、徹底し

て排除する必要がある。

我々は、違法または不法な不当要求行為、行政対象暴

力に毅然として対処するとともに、今回のような事件が

三度と起こらないよう、銃器犯罪などあらゆる暴力を社

会から根絶し安全。安心なまちづくりを推進し、市民の

意思の体現である地方自治を守ることを、ここに誓う。

以上、決議する。

平成19年6月26日

編
集
後
記

六
月
定
例
会
は
、
議
長
を
は

じ
め
、
副
議
長
、
各
委
員
会
構

成
が
変
わ
っ
た
下
で
開
か
れ
、

決
議

。
意
見
書
な
ど
、
積
極
的

な
議
員
提
案
も
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
特
別
委
員
会
も

メ
ン
バ
ー
が
変
わ
り
、
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
関
心
を
持
っ
て
読
ん
で
頂

け
る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り
を
目

指
し
、
メ
ン
バ
ー

一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
感
想

。
ご

意
見
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。な
お
、
掲
載
内
容
の
制
限
を

な
く
し
魅
力
あ
る
紙
面
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
、
本
号
よ
リ
パ

ン
チ
穴
を
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
曾
）

一　
議

会

だ

よ
り

一

・　
特

別
委

員
会

一．

委

員

長
　
　
後
藤
　
』県
一

副
委
員
長
　
　
田
中
　
正
男

委
　
　
員
　
　
板
垣
　
紀
夫

〃
　
　
　
鈴
木
平

一
郎

〃
　
　
　
古
屋
　
鋭
治

〃
　
　
　
水
口
　
成
男

〃
　
　
　
　
三
好
　
陽
子

〃
　
　
　
柳
沢
　
秀
次

伊豆の国市議会

決議書を大仁警察署に提出 (伊豆日日新聞提供)


